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本
会
議
最
終
日
、
産
業
建
設
常
任
委
員

会
に
所
属
す
る
議
員
全
員
か
ら
、
生
活
基

盤
道
路
の
整
備
に
関
し
、
重
点
的
な
予
算

の
配
分
と
体
制
の
確
保
を
求
め
る
「
市
民

の
最
低
限
の
生
活
を
守
る
た
め
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
を
求
め
る
決
議
案
」
が
提
出
さ

れ
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

行
政
の
基
盤
を
維
持
す
る
た
め

最
低
限
の
予
算
、
体
制
の
確
保
を

陳情の審査結果
◆地方財政の充実・強化を求め
　る意見書提出に関する陳情
　（連合秋田横手湯沢地域協議会

　議長　齊藤　斉氏）

　新型コロナ感染リスクを低減しつつ、キャッシュレス決
済の促進を目的にポイント還元キャンペーンを実施するた
めの経費や、新型コロナ拡大の影響を受けた市内宿泊施設
への支援および宿泊客獲得に寄与するため、登録施設に宿
泊した方に宿泊費の一部を助成するための経費などの令和
4年度一般会計補正予算について審査し、可決しました。
　また、藤本和宏氏を再任しようとする副市長の選任案件
について同意しました。

7 月臨時会の概要

■Y2ぷらざ北側に立体駐車場を設置
    横手市横手駅東口市営駐車場設置条例
　横手駅東口に新公益施設が建設され
ることに伴う駐車スペース確保のた
め、立体駐車場が設置されます（令和
5年1月供用開始予定）。これに伴い、
横手市横手駅東口市営駐車場は24時
間利用可能となります。また、利用料
金は2時間（お子さん※と一緒にご利
用される方は3時間）まで無料、その
後は1時間100円（上限1000円/24
時間）となります。
※18歳に達する日以後の最初の３月31日
   までの間にある者

■コンビニなどでの証明書交付手数料
　を減額 横手市手数料条例の一部改正
　マイナンバーカードを利用し、コン
ビニエンスストアなどで住民票の写し
や戸籍証明などの自動交付サービスを
利用する際の手数料を減額します。

■人権擁護委員候補者を推薦
　七 尾 喜美代  氏　（横手　・再任）
　髙 橋　純 一  氏　（十文字・再任）
　狩 野　和 枝  氏　（雄物川・再任）
　戸 田 富紀子  氏　（横手　・再任）
　鈴 木 るみ子  氏　（横手　・再任）
　越後谷 綾 子  氏　（横手　・再任）
　鈴 木　長 悦  氏　（大雄　・再任）

採　択

市
民
の
最
低
限
の
生
活
を
守
る
た
め
の

　
　
　イ
ン
フ
ラ
整
備
を
求
め
る
決
議
案
可
決

９
月
定
例
会
は
、
８
月
29
日
か
ら
９
月
22

日
ま
で
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
審
査
な
ど
の
中
か
ら
、
特
に
注
目
す

る
内
容
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

  証明書の種類
住民票の写し
課税証明
印鑑登録証明
戸籍の附票の写し
戸籍証明

手数料

450円⇒270円

200円⇒120円

　◆決議の内容（要約）
・行政の基盤を維持するための　  
   最低限の予算、体制の確保を！
・生活インフラ整備は独立した　 
   事業に！

決議の全文は
こちらから
ご確認いただけます。

　全
会
一
致
で
可
決
！

　

令
和
元
年
度
ま
で
の
３
年
間
、
年
間

２
億
円
の
予
算
で
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
特

化
し
た
「
生
活
イ
ン
フ
ラ
整
備
加
速
化
事

業
」
が
実
施
さ
れ
、
市
民
か
ら
も
大
変
喜

ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
に
産
業
建
設
常
任
委
員

会
で
行
っ
た
所
管
事
務
調
査
で
は
、
地
域

に
密
着
し
た
イ
ン
フ
ラ
を
維
持
し
て
市

民
生
活
を
守
る
に
は
、
最
低
で
も
年
間

２
億
円
の
予
算
が

必
要
だ
と
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
議

会
で
は
生
活
イ
ン

フ
ラ
整
備
加
速
化

事
業
の
継
続
を
求

め
ま
し
た
が
、
令

和
元
年
度
で
こ
の

事
業
が
終
了
と
な

り
、そ
の
際
、市
か

ら
は
事
業
終
了
後
も
変
わ
り
な
い
対
応
を

す
る
と
の
約
束
の
も
と
、
議
会
で
は
こ
れ

を
了
承
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
事
業
終
了
後
、
各
地
域
か
ら

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
要
望
に
対
応
し
た
も

の
は
あ
ま
り
に
も
少
な
く
、
議
会
と
の
約

束
が
守
ら
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
状
況

が
続
い
て
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
行
政
基

盤
の
維
持
も
困
難
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

が
危
惧
さ
れ
る
た
め
、
最
低
限
の
生
活
を

守
る
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
求
め
る
こ

と
を
決
議
し
ま
し
た
。

生
活
イ
ン
フ
ラ
整
備

加
速
化
事
業
終
了
後
の

約
束
へ
の
対
応
が
不
十
分

決議文を即日市長に手渡しました

整備・修復されずにいる箇所が随所に



 

道
路
整
備
の
財
源
や

 

整
備
に
つ
い
て
の
方
策
は

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

担
当
体
制
の
現
状
は

 

大
雪
時
の
通
行
止
め
に
つ
い
て

 

今
後
の
対
策
は

「
横
手
市
財
政
計
画
」
か
ら

 

検
証
す
べ
き
決
算
の
課
題
は

　

９
月
定
例
会
は「
決
算
議
会
」と
も
呼
ば
れ
、

議
長
を
除
く
全
議
員
で
構
成
す
る
予
算
決
算

委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
か
ら

は
審
査
日
程
が
１
日
増
え
２
日
間
と
な
り
、

よ
り
慎
重
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
の
一
般
会
計
、
お
よ
び
特
別

会
計
、
企
業
会
計
の
12
件
を
審
査
し
、
全
て

の
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

　
　

近
年
の
道
路
資
産
の
状
況
は
、
老

朽
化
率
や
更
新
額
と
、
投
資
額
が
乖
離

し
て
い
る
。
道
路
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
不

足
財
源
を
確
保
し
、
整
備
を
押
し
進
め

る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　道
路
の
舗
装
補
修
に
つ
い
て
は
、

よ
り
効
果
的
な
補
修
方
法
を
選
定
し
な

が
ら
、
交
付
金
や
起
債
を
活
用
し
て
実

施
し
て
い
る
。
今
後
も
有
利
な
財
源
を

探
り
、
効
率
的
な
補
修
に
努
め
る
。

　
　

近
年
の
実
績
が
思
わ
し
く
な
く
、

返
礼
品
の
開
発
や
調
達
が
重
要
と
考
え

る
。期
限
を
定
め
て
、ふ
る
さ
と
納
税
に

特
化
し
た
体
制
を
作
り
、
い
ず
れ
は
民
間

移
行
す
る
と
い
う
考
え
は
な
い
か
。

　
　

今
年
度
か
ら
部
局
連
携
を
さ
ら
に

強
化
し
、
寄
附
額
の
増
加
に
つ
な
げ
る

べ
く
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
結
成
し
た
。
ま
ず
は
こ
の

チ
ー
ム
で
成
果
を
上
げ
て
い
き
た
い
。

　
　

道
路
除
雪
費
用
に
つ
い
て
、
昨
年

も
大
雪
に
見
ま
わ
れ
、
補
正
予
算
が
組

ま
れ
た
。そ
の
中
で
も
、除
雪
が
で
き
ず
、

一
部
の
道
路
で
通
行
止
め
が
生
じ
た
こ

と
に
つ
い
て
、経
緯
と
今
後
の
対
策
は
。 

　
　

雪
崩
な
ど
の
発
生
が
危
惧
さ
れ
る

箇
所
に
つ
い
て
は
、
周
囲
の
状
況
を
総

合
的
に
判
断
し
て
通
行
止
め
と
し
た
。

今
後
も
国
や
県
な
ど
と
も
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
適
切
な
判
断
に
努
め
て
い
く
。

　
　

現
在
は
、
Ｆ
Ｍ
計
画
（
財
産
経
営

推
進
計
画
）
の
中
期
基
本
計
画
と
し
て
、

多
機
能
化
、
統
合
・
複
合
も
進
め
る
と

い
う
計
画
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
長
寿
命

化
施
設
の
方
向
性
は
。

　
　

長
寿
命
化
施
設
は
、
今
後
も
当
市

に
と
っ
て
必
要
な
施
設
と
位
置
付
け
て

い
る
。
定
期
点
検
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、

適
切
な
公
共
施
設
の
管
理
、
運
営
に
努

め
て
い
く
。

髙 

𣘺  

聖 

悟   

委
員

菅 

原  

正 

志   

委
員

宮 

川  

拓 

也   

委
員

立 

身 

万
千
子   

委
員
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問

問

問

問

答

答

答

答

決算審査

介護用オムツなどの購入に
利用できる支給券

横手衛生センターへの統合を視野に

　介護用品支給券支給事業の不用額をどのよ
うに捉えているか。対象者拡充以外にも市独
自にさらなる支援を検討するのか。

　し尿および浄化槽汚泥は横手衛生センター、
雄物川衛生センターの２ヵ所で処理している
が、今後の統合を視野に入れているのか。

介護用品支給支援の
さらなる拡充は

衛生センター統合への
見通しは

答
弁

答
弁
　　雄物川衛生センターに関しては、今後5
　　年は稼働できる整備方針に変え、できる
だけ予算をかけずに進めている。横手衛生セ
ンターに関しては、長寿命化を図るための整
備計画を立て、最終的には統合を視野に入れ
て進めることとしている。

答
弁

介護職員の負担軽減のために
増員などの対策が急務

　人員不足に加え、コロナ禍で一部の職員に
大きな負担がかかっていると思う。増員でき
る方法を検討して欲しいがどうか。

　　介護職員の増員が難しい状況が続いてい
　　る。介護保険法上の人員基準は満たして
いるが厳しい状況にある。現状では難しいが、
コロナの感染拡大が落ち着いたら施設での実
習や見学などを率先して受け入れ、職員採用
試験の申し込み増加につなげていきたい。

介護職員の人員不足に対し
増員の検討は

答
弁

雪下ろしの担い手不足を解消し
持続可能な仕組みへ

　制度変更後、雪下ろし作業請負業者などが
4倍程度に増えたことは良かったが、作業金
額などに対して、苦情や相談はなかったのか。

雪下ろし支援事業の
課題は

答
弁
　　作業金額の相場に関する問い合わせはあっ
　　たが、状況により作業内容が変わるため
相場がないことや、作業内容をよく確認して
納得した上で依頼してほしい旨の説明を行っ
た。契約する際の注意喚起や相談先もお知ら
せしており、深刻なトラブルはなかった。

　　令和3年度は対象者拡充前の制度だった
　　ため不用額が出ているが、令和4年度に
おいては前期での利用者が4割増となってい
る。今後は、第9期介護保険事業計画策定作
業の中で事業の効果検証をしながら、支援を
拡充するかどうかを考えていきたい。
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普通教室に設置されたエアコン
暑い日にも学校生活が快適に

適切な水道管更新には
漏水調査が不可欠

企業説明会実施などにより希望者が
地元に残れる・戻れる選択肢を

　地方創生臨時交付金事業などを活用し小中
学校普通教室にエアコンを設置したが、維持
費はどうなっているか。

　新規高卒者の県内就職希望者率が伸びてい
る理由は。また大卒者が地域に戻ってくるよ
うな手立ては検討しているか。

　人口減少で起債残高は抑えられるが、逆に
市民1人当たりの残高は大きくなる。物価高
騰により予算編成が厳しくなるのでは。

　今後の水道事業会計を考えると、まずは有
収率を上げることが第一だと考える。税金投
入と漏水調査を進めることへの市の考えは

小中学校へ設置した
エアコンの維持費は

企業立地が進む中
人材確保への取り組みは

今後の起債発行と
財政見通しは

有収率改善のための
漏水調査は

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

　　起債残高は普通会計ベースの667億8000
　　万円。残高のピークは令和7年度と想定。
人口減少により１人当たりの起債残高は増え
ていくが、その先は減少する見込み。社会情
勢の変化が財政需要に影響を及ぼすことも想
定し、毎年度財政見通しを見直していく。

　　税金投入については今後協議したい。有
　　収率を上げるために漏水調査を行ってい
るが、漏水箇所は本管だけでなく個人の給水
管の場合もある。また極端に有収率が低いと
ころは漏水以外の原因も調査し、時間がかかっ
てでも原因究明を進めていく。

答
弁

答
弁

　予算が2本立てのようなイメージがあり分
かりづらいが、今後、事業費の在り方を見直
す予定はあるか。

　道路補修などについては、市民要望が高い
と思うが、令和３年度はどのくらい要望があ
り、どのくらい着手できたのか。

　　各地区の人口に応じた事業委託費の予算
　　内で事業を計画しているが、必要な場合
は地域づくり活動補助金の活用を促している。
事業費については今後見直していく予定であ
り、将来的には委託料ではなく、より自由度
の高い交付金という形を検討している。

地区交流センターの
今後の事業費の在り方は

道路補修などの要望数と
実施の現状は

答
弁

答
弁

地産地消・食育を支える給食にも
物価高騰の波が

地区交流センター事業のひとつ
館合の夏祭り

起債残高のピークは令和7年度の見込み

　学校給食においても物価高騰の影響が生じ
ているが、給食費負担金について今後どのよ
うに考えているか。

　令和２年度の大雪被害の総額と支援の金額
はどのくらいか。継続した支援が必要だと考
えるがどうか。

物価高騰による
学校給食への影響は

大雪被害の状況と
復興への支援は

答
弁

答
弁

　　給食費については、学校給食法に基づき、
　　保護者に負担していただくことを前提に
考えている。しかし、給食食材以外の物価も
高騰しているため、保護者に負担を求めるこ
とも含め、状況を分析して今後の対応を検討
していきたい。

　　被害総額は45億4136万円で、内訳は果
　　樹が25億円、施設が20億円、農作物が
2300万円であった。復旧に要した事業の総額
は14億9600万円であり、支援額は6億6800
万円。果樹の樹体被害が特に大きく、今後も引
き続き支援していく。

　　光熱費は令和２年度と比べて電気料金が
　　約1600万円増加、ガス料金は約290万
円で、年間約1900万円のかかり増しとなっ
た。一方、暖房として利用したことで、灯油
代が約150万円減少した。今年度以降は保守
料金がかかる予定である。

　　従来の取り組みに加え、高校の就職担当
　　の先生を対象に企業見学会なども行って
おり、成果が出始めていると考える。また、
大卒などスキルのある社員を必要とする企業
立地も進んでおり、県内の学校を訪問して市
内企業に目を向けてもらえるように取り組む。

　　令和３年度は、２年度以前からの継続分
　　も合わせて108路線について要望があり、
うち37路線に着手した。交付金や起債の要
件を満たさない路線については、市の一般財
源で対応することになるが、地域要望の優先
順位に基づいて実施している。

道路補修の市民要望度は高い 果樹被害などへ、引き続き支援が必要

74185



◆
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
の
証
明
書
発
行
手

数
料
を
引
き
下
げ
る
た
め
の
条
例
改
正

　
　

今
回
の
手
数
料
の
減
額
に
つ
い
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
的
な
意
味
合
い
で
実
施
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
終
了
期
限
を
明
確
に
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。
他
市
で
は
期
間

限
定
で
実
施
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
見

や
す
い
表
で
表
示
さ
れ
て
い
る
例
も
あ

る
。
期
限
が
分
か
れ
ば
、
手
数
料
が
元

に
戻
っ
た
場
合
で
も
住
民
に
納
得
い
た

だ
け
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　

今
後
、
料
金
体
系
を
見
直
す
こ
と

◆
横
手
市
横
手
駅
東
口
市
営
駐
車
場
設

置
条
例

　
　

料
金
の
減
免
や
回
数
券
の
仕
組
み

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。　

　
　

精
算
機
を
設
置
し
駐
車
券
を
発
行

す
る
。
２
時
間
ま
で
無
料
だ
が
、
Ｙ２
ぷ

ら
ざ
お
よ
び
新
公
益
施
設
利
用
者
の
う

ち
、
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の

３
月
31
日
の
間
に
あ
る
方
を
同
伴
し
て

い
る
方
に
つ
い
て
は
無
料
時
間
を
３
時

間
ま
で
延
長
す
る
。
そ
れ
以
降
は
１
時

間
ご
と
に
１
０
０
円
の
加
算
と
な
る
。

上
限
額
は
24
時
間
ま
で
１
０
０
０
円
と

◆
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改
正　

　
　

施
行
日
が
令
和
４
年
12
月
１
日
と

な
っ
て
い
る
理
由
は
何
か
。

　
　

既
存
の
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
事
業

者
や
そ
う
し
た
建
物
に
居
住
す
る
方
々

へ
の
周
知
期
間
が
必
要
と
考
え
た
。　

　
　

こ
れ
ま
で
市
が
行
っ
て
い
た
道
路

占
用
許
可
書
類
の
作
成
と
更
新
手
続
き

を
本
来
の
姿
に
戻
す
と
い
う
こ
と
だ
が
、

そ
の
経
緯
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。　

　
　

更
新
の
際
に
は
個
人
に
通
知
が
届

く
こ
と
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
手
続
き

を
忘
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ

れ
を
防
ぐ
た
め
、
こ
れ
ま
で
は
市
が
書

類
作
成
と
更
新
手
続
き
を
行
っ
て
い
た
。

改
正
後
は
、
水
道
使
用
者
個
人
や
依
頼

を
受
け
た
水
道
工
事
事
業
者
が
作
成
し

た
書
類
を
水
道
事
業
管
理
者
か
ら
道
路

管
理
者
に
申
請
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　

こ
の
改
正
に
よ
り
、
水
道
使
用
者

な
ど
が
水
道
更
新
手
続
き
を
す
る
際
に

困
惑
す
る
こ
と
な
ど
は
な
い
か
。　
　

　
　

更
新
手
続
き
に
関
す
る
書
類
作
成

に
際
し
て
、
助
言
な
ど
は
引
き
続
き
行

を
前
提
に
考
え
て
お
り
、
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
終
了
後
に
手
数
料
を
元
に
戻
す
考
え

は
な
い
。
交
付
金
の
活
用
が
終
わ
っ
て

も
手
数
料
を
改
定
す
る
ま
で
の
間
は

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
的
な
も
の
を
継
続
し
、

手
数
料
を
変
え
な
い
よ
う
に
す
る
つ
も

り
だ
が
、
い
ず
れ
改
定
を
す
る
こ
と
を

前
提
に
、
改
定
の
時
期
や
ど
の
よ
う
な

料
金
体
系
に
す
る
の
が
よ
い
か
を
早
め

に
協
議
し
、
見
直
し
を
行
い
た
い
。

　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
利
用
促
進

の
た
め
に
交
付
金
を
活
用
し
積
極
的
に

取
り
組
む
よ
う
国
の
通
知
を
受
け
て
も

県
内
他
市
町
村
が
実
施
し
て
い
な
い
の

は
何
か
理
由
が
あ
る
と
思
う
。
今
後
の

方
向
性
が
決
ま
ら
な
い
中
で
、
ど
う
し

て
も
今
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
率

に
つ
い
て
は
、
努
力
し
て
い
る
が
、
全

国
平
均
、
県
平
均
を
下
回
っ
て
い
る
現

状
に
あ
る
。
こ
の
状
況
の
中
、
国
の
通

知
を
受
け
て
も
実
施
を
検
討
し
な
い
と

い
う
こ
と
は
あ
り
得
ず
、
取
り
得
る
手

段
は
取
っ
て
い
く
べ
き
と
判
断
し
た
。

　
　
「
令
和
６
年
に
交
付
金
の
活
用
が
終

　
　

了
し
た
後
の
方
向
性
が
見
え
ず
、

そ
の
中
に
は
手
数
料
を
上
げ
る
と
い
う

し
て
い
る
。

　

減
免
に
つ
い
て
は
Ｙ２
ぷ
ら
ざ
や
新
公

益
施
設
の
窓
口
に
駐
車
券
の
減
額
処
理

機
を
設
置
し
て
、
減
免
の
条
件
な
ど
を

職
員
が
確
認
し
対
応
す
る
。

　

10
枚
１
０
０
０
円
の
回
数
券
に
つ
い

て
は
、
飲
食
店
や
商
業
施
設
な
ど
が
当

該
回
数
券
を
購
入
し
て
顧
客
な
ど
に
配

布
す
る
こ
と
で
、
顧
客
の
駐
車
料
金
の

一
部
ま
た
は
全
部
を
負
担
す
る
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
が
可
能
と
な
る
。
駅
前
地
区

の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
資
す
る
と
と
も
に
、

Ｙ２
ぷ
ら
ざ
や
公
益
施
設
で
の
イ
ベ
ン
ト

主
催
者
を
含
め
、
広
く
一
般
の
方
に
も

販
売
す
る
。

　
　

駐
車
場
内
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
不

具
合
の
発
生
も
想
定
さ
れ
る
。
管
理
人

が
常
駐
し
て
24
時
間
対
応
す
る
の
か
。

　
　

将
来
的
に
指
定
管
理
に
移
行
す
る

こ
と
を
想
定
し
て
条
項
を
定
め
て
い
る

が
、
当
面
は
市
直
営
と
な
る
。
精
算
機

の
遠
隔
管
理
を
業
者
に
委
託
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
夜
間
は
イ
ン
タ
ー
ホ
ン

で
の
や
り
取
り
や
直
接
駆
け
つ
け
て
対

応
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。　
　

   

　
　

降
雪
時
の
駐
車
台
数
は
。

　
　

立
体
駐
車
場（
３
層
４
段
、
２
２
１

台
）
の
屋
上
は
除
雪
し
な
い
た
め
閉
鎖

す
る
が
、
屋
上
以
外
の
階
は
降
雪
時
で
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土田百合子
山形　健二
柴田　　忍
宮川　拓也
林　　一輝
立身万千子
青山　　豊
佐藤　忠久

髙橋　和樹
菅原　惠悦
大日向香輝
福田　　誠
塩田　　勉
加藤　雄太
本間　利博
井上　忠征
髙𣘺　聖悟

菅原　正志
佐藤　誠洋
齋藤　光司
加藤　勝義
鈴木　勝雄
小野　正伸
播磨　博一
木村　清貴

厚　　生
常任委員

総務文教
常任委員

産業建設
常任委員 産

業
建
設
常
任
委
員
会

う
も
の
で
あ
り
、
住
民
の
方
へ
の
影
響

は
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

◆
森
林
経
営
管
理
事
業
費　
　

　
　

ウ
ッ
デ
ィ
さ
ん
な
い
が
開
発
し
た

木
材
製
品
は
、
ど
の
よ
う
な
特
長
を
持
っ

て
い
る
の
か
。

　
　

木
製
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
で
、
金
具
を

使
っ
て
お
ら
ず
、
災
害
時
に
は
燃
料
資

材
と
し
て
も
使
用
で
き
る
点
が
セ
ー
ル

ス
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
製

品
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
に
よ
り
、
木
材
利

用
の
促
進
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

考
え
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

方
法
で
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
は
市
全

体
の
利
益
に
な
ら
な
い
。
方
向
性
を
き

ち
ん
と
検
討
し
た
後
で
再
提
案
し
て
ほ

し
い
た
め
、
反
対
す
る
」

　
　
「
コ
ン
ビ
ニ
交
付
と
窓
口
の
料
金
に

　
　

差
が
出
た
と
し
て
も
、
現
時
点
で

の
手
数
料
の
安
さ
を
考
え
る
と
、
後
々

の
手
数
料
改
正
も
あ
る
程
度
妥
当
な
も

の
に
な
っ
て
い
く
と
思
う
。
今
後
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
に
期
待
し

て
賛
成
す
る
」

　
　
「
終
了
期
限
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い

　
　

な
ど
の
懸
念
点
は
あ
る
が
、
手
数

料
の
額
を
下
げ
る
こ
と
は
悪
い
こ
と
で

は
な
い
と
思
う
。
こ
の
条
例
改
正
を
す

る
こ
と
で
コ
ン
ビ
ニ
で
の
交
付
数
に
影

響
が
あ
っ
た
の
か
見
え
て
く
る
と
思
う
。

そ
こ
を
検
証
し
た
上
で
、
今
後
の
手
数

料
見
直
し
の
議
論
に
生
か
せ
る
の
で
あ

れ
ば
、
こ
の
条
例
改
正
を
行
う
べ
き
と

考
え
賛
成
す
る
」

　
　

起
立
採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に

よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
た
。

も
利
用
可
能
と
な
る
。

　

平
置
き
部
分
（
72
台
）
に
つ
い
て
は

従
来
通
り
雪
を
端
に
寄
せ
る
こ
と
を
想

定
し
て
い
る
た
め
、
冬
場
の
利
用
可
能

駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
減
少
す
る
。

◆
横
手
市
公
民
館
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
　

雄
南
の
び
る
館
の
廃
止
に
つ
い
て

は
地
域
の
理
解
を
得
て
い
る
と
の
こ
と

だ
が
、
廃
止
後
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　

令
和
４
年
３
月
19
日
に
沼
田
集
落
、

３
月
20
日
に
桑
ノ
木
集
落
に
て
説
明
会

を
行
い
、
主
な
利
用
団
体
で
あ
る
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
（
学
童
野
球
）
へ
も
説
明
し
、

了
承
を
得
て
い
る
。

　

今
定
例
会
に
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
、
不
動

産
鑑
定
な
ど
に
か
か
る
補
正
予
算（
４
３
３

万
６
千
円
）
を
計
上
し
て
お
り
、
そ
の

分
析
結
果
を
見
た
上
で
公
売
、
公
募
な

ど
の
手
続
き
を
進
め
、
利
活
用
で
き
る

事
業
者
が
い
れ
ば
活
用
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

コンビニで簡単、おトクに証明書発行1月中の供用開始に向け
建設中の立体駐車場

討　

論

反対

賛成賛成
雄
南
の
び
る
館
は
、
廃
止
後
ど
う

な
る
の
？

給
水
管
の
道
路
占
用
手
続
き
が

面
倒
に
な
る
の
？

ウ
ッ
デ
ィ
さ
ん
な
い
が
開
発
し
た

木
材
製
品
っ
て
ど
ん
な
も
の
？

可

厚
生
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

手
数
料
引
き
下
げ
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
は
普
及
で
き
る
の
？

Ｙ２
ぷ
ら
ざ
北
側
立
体
駐
車
場
の

利
用
時
間
・
料
金
は
ど
う
な
る
の
？

薪ストーブやたき火の燃料として
使うことができる木製ブロック塀



　
　

地
区
会
議
と
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー

は
、
活
動
類
似
組
織
と
思
う
。
地
区
会
議

を
廃
止
し
、
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
に
機

能
統
合
す
る
こ
と
で
地
域
活
動
や
予
算

が
分
か
り
や
す
く
な
り
、
主
体
的
に
活

動
し
や
す
く
な
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　

両
組
織
と
も
地
域
課
題
解
決
に
向

け
た
取
り
組
み
を
行
う
組
織
で
あ
り
、

地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
運
営
組
織
の
中
に

は
、
地
区
会
議
を
組
み
入
れ
た
方
が
望

ま
し
い
と
考
え
る
地
区
も
あ
る
。
し
か

し
、
地
区
に
よ
っ
て
は
地
区
会
議
が
必

要
と
の
声
も
あ
る
た
め
、
地
域
の
実
情

に
即
し
た
組
織
形
成
を
進
め
て
い
く
。

　

  

地
域
の
人
口
急
減
や
、
小
学
校
統

合
も
進
ん
だ
中
で
、
旧
小
学
校
区
単
位

で
の
地
区
会
議
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
な

い
の
で
は
な
い
か
。

　
　

全
地
域
が
交
流
セ
ン
タ
ー
化
に
は

な
っ
て
い
な
い
。
到
達
し
た
段
階
で
見

直
す
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
現
時
点

で
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　

人
口
減
少
問
題
克
服
の
た
め
「
こ

ど
も
ま
ん
中
社
会
」
に
望
ま
し
い
支
援

を
強
化
す
る
施
策
を
進
め
る
に
当
た

り
、
市
が
実
施
し
て
き
た
子
育
て
支
援

事
業
を
ど
う
総
括
し
て
い
る
か
。

　
　

妊
娠
期
か
ら
複
合
的
な
施
策
に
切

れ
目
な
く
取
り
組
み
、
相
談
体
制
を
充

実
さ
せ
て
き
た
。
核
家
族
化
や
就
労
形

態
変
化
な
ど
へ
の
対
応
が
課
題
で
あ
る
。

　
　
「
こ
ど
も
の
権
利
条
約
」
を
実
践
す

る
た
め
、こ
れ
ま
で
の「
宣
言
」を
踏
ま
え

て
「
条
例
」
制
定
を
提
案
す
る
。
子
ど

も
の
権
利
の
保
障
や
尊
重
に
関
し
て
規

定
す
る
条
例
化
が
必
要
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

　
　

条
例
制
定
は
せ
ず
「
宣
言
」
を
理
念

と
し
て
子
育
て
支
援
策
を
推
進
す
る
。

●
最
低
賃
金
引
き
上
げ
に
際
し
て
の
会

計
年
度
任
用
職
員
の
待
遇
は

　
　

10
月
１
日
か
ら
秋
田
県
の
最
低
賃

金
は
31
円
引
き
上
げ
ら
れ
、
時
給
は

８
５
３
円
に
な
る
。
現
時
点
で
の
会
計

●
大
型
公
共
施
設
建
設
に
つ
い
て

　
　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
供
給
網
の
混

乱
や
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
で
の
燃
料
や

原
材
料
の
不
足
問
題
と
、
資
材
費
の
高

騰
に
よ
る
今
後
の
建
設
計
画
へ
の
影
響

を
伺
う
。

　
　

懸
念
さ
れ
る
資
材
費
の
高
騰
に
つ

い
て
は
、
上
昇
が
続
い
て
い
る
上
、
工
事

に
関
わ
る
人
員
も
不
足
傾
向
で
あ
る
。

こ
の
状
況
を
踏
ま
え
、
施
設
規
模
や
施

工
方
法
な
ど
総
合
的
に
検
討
を
し
、
事

業
費
や
工
期
を
精
査
し
て
い
く
。

■
そ
の
他
の
質
問

 

●
街
路
灯
・
防
犯
灯
管
理
費
に
つ
い
て

年
度
任
用
職
員
数
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

　
　

消
防
と
病
院
を
除
く
会
計
年
度
任

用
職
員
は
１
１
３
８
名
で
、
正
職
員
に

対
す
る
割
合
は
１
２
３･

６
％
と
な
る
。

学
童
保
育
関
連
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
関
連
、

ま
た
市
直
営
の
高
齢
者
施
設
な
ど
で
多

い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

引
き
上
げ
に
よ
り
報
酬
の
時
給
単

価
が
最
低
賃
金
に
満
た
な
い
場
合
は
。

　
　

今
回
該
当
す
る
見
込
み
の
会
計
年

度
任
用
職
員
27
名
に
つ
い
て
は
最
低
賃

金
額
を
下
回
ら
な
い
よ
う
10
月
１
日
か

ら
来
年
３
月
末
ま
で
の
時
限
的
な
対
応

を
含
め
、
現
在
検
討
中
で
あ
る
。
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問

問

問

問

答

答

答

答 答

答

答

問

問問

一般質問

一般質問の様子は、インターネットでライブ中継しています。また、一部を横手かまくらFMで生放送するほ
か、市議会ホームページでは全ての一般質問を録画中継でご覧いただけます。

①スマートフォン、タブレットなどでQRコードを読み取る
②一般質問のページが開いたらYouTube を再生する

動画再生の手順

子育て支援策の理念となっている
横手市子どもの権利宣言

地
区
会
議
は
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
に
機
能
統
合
を

「
こ
ど
も
の
権
利
条
約
」
を
実
践
す
る
条
例
制
定
を

加
藤
勝
義 

議
員

立
身
　万
千
子 

議
員

か
と
う

　か
つ
よ
し

た
つ
み

　ま
ち
こ

地域課題解決に必要な組織とは
（増田地区交流センター20周年記念式典）

◆加藤　勝義 議員

◆立身万千子 議員

◆井上　忠征 議員

◆木村　清貴 議員

◆大日向香輝 議員

◆青山　　豊 議員

◆本間　利博 議員

◆佐藤　誠洋 議員

◆鈴木　勝雄 議員

◆土田百合子 議員

◆福田　   誠 議員

…地区会議は地区交流センターに機能統合を など

…「こどもの権利条約」を実践する条例制定を など

…市庁舎における窓口サービスの充実を など

…公共温泉施設の今後の方向性は

…横手駅への交通系ＩＣカード設備導入を など

…苦境のＪＲ北上線、市の対応は など

…職員のコンプライアンスについて など

…産業振興総合計画策定が必要 など

…農業資材などの高騰への支援対策は など

…災害対策に女性の視点を など

…「メタバース」の活用について など

私
た
ち
こ
ん
な
質
問
を
し
ま
し
た
！
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多
く
の
観
光
客
を
呼
び
込
む
た
め

に
、
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
な
ど
の
交
通
系
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
が
利
用
で
き
る
設
備
を
早
急
に

導
入
す
べ
き
と
考
え
る
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本

に
対
し
て
の
強
い
働
き
か
け
が
必
要
と

思
う
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　

こ
れ
ま
で
も
折
に
触
れ
要
望
を

行
っ
て
き
た
。
外
か
ら
訪
れ
る
方
々
へ

の
サ
ー
ビ
ス
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
必
要
性

の
高
い
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る

た
め
、
今
後
も
粘
り
強
く
働
き
か
け
る
。

●
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
文
化
推
進
目
的
は

　
　

当
局
か
ら
の
説
明
で
は
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
文
化
を
推
進
し
た
い
、
根
付

か
せ
た
い
と
の
説
明
が
何
度
も
さ
れ
た

が
、
そ
れ
に
何
を
期
待
し
て
い
る
の
か
。

　
　

現
代
社
会
に
お
い
て
経
済
活
動
イ

ン
フ
ラ
の
一
つ
と
し
て
必
要
不
可
欠
な

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
地
域
社
会
の
デ

ジ
タ
ル
化
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
当

市
の
発
展
に
重
要
と
考
え
て
い
る
。

　
　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
内
容
は
。

　
　

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
市
民

の
利
便
性
は
。

　
　

市
民
が
庁
舎
を
訪
れ
る
こ
と
な

く
、
よ
り
多
く
の
手
続
き
が
オ
ン
ラ
イ

ン
で
で
き
る
よ
う
に
拡
充
し
て
い
く
。

　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
手
続
き
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
機
能
の
拡
大
は
。

　
　

機
能
に
見
合
っ
た
も
の
が
あ
れ
ば

拡
大
を
検
討
し
て
い
く
。
行
政
手
続
き

の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
進
め
る
中
で
、
分

か
り
や
す
い
案
内
サ
ー
ビ
ス
の
準
備
を

進
め
る
。

　
　

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
導

入
、
特
に
お
く
や
み
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
は
。

　
　

各
地
域
局
で
は
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

対
応
で
き
て
い
る
。
本
庁
舎
で
は
順
次

窓
口
に
案
内
し
て
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
し

て
い
る
。
お
く
や
み
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ

ー
ビ
ス
は
、
ス
ペ
ー
ス
に
余
裕
が
な
い

た
め
、
工
夫
を
重
ね
て
対
応
し
て
い
く
。

●
雪
国
の
環
境
整
備

　
　

国
土
交
通
省
が
立
ち
上
げ
た
、
有

識
者
に
よ
る
検
討
会
が
地
方
の
赤
字
鉄

道
路
線
問
題
の
提
言
を
ま
と
め
た
。
そ

の
後
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
赤
字
路
線
の
収

支
状
況
を
発
表
し
た
。
そ
の
よ
う
な
動

き
の
中
で
、
苦
境
の
続
く
Ｊ
Ｒ
北
上
線

に
つ
い
て
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
く
の
か
。

　
　

提
言
に
関
し
て
は
、
不
採
算
路
線

の
再
編
の
加
速
化
に
つ
な
が
る
懸
念
を

持
っ
て
い
る
が
、
国
か
ら
の
具
体
的
な

動
き
は
な
い
。こ
れ
ま
で
同
様
、関
係
自

治
体
と
の
連
携
の
も
と
で
利
用
促
進
に

取
り
組
み
、
維
持
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

●
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

　
　

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

マ
ン
ガ
原
画
を
活
用
し
た
市
独
自

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
を
進
め
て
い

る
。
そ
れ
を
市
長
で
あ
る
私
自
身
が
企

業
に
直
接
渡
し
、
制
度
の
活
用
を
お
願

い
す
る
。
ま
た
、
全
職
員
が
さ
ま
ざ
ま

な
機
会
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
積
極
的

　
　

６
月
定
例
会
一
般
質
問
に
対
す
る

答
弁
で
の
「
方
針
転
換
と
受
け
取
っ
て

も
ら
っ
て
構
わ
な
い
」
と
い
う
発
言
の

意
味
を
伺
う
。

　

存
続
を
図
る
施
設
と
し
て
、
ゆ
ー
ら

く
、さ
く
ら
荘
、鶴
ヶ
池
荘
。民
間
譲
渡

を
目
指
す
施
設
と
し
て
、
さ
わ
ら
び
、
ゆ

っ
ぷ
る
、
ゆ
と
り
お
ん
大
雄
が
示
さ
れ
、

必
要
度
の
高
い
改
修
コ
ス
ト
も
常
任
委

員
会
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ゆ
ー
ら
く

を
除
く
５
施
設
で
計
４
億
４
４
４
５
万

円
と
な
る
が
、
全
面
改
修
す
る
の
か
。

部
分
改
修
な
ら
ば
ど
こ
ま
で
や
る
の
か
。

　

早
急
に
整
備
方
針
、
改
修
計
画
を
確

定
さ
せ
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

運
営
に
つ
い
て
も
、
指
定
管
理
先
、

譲
渡
先
を
市
が
責
任
を
持
っ
て
探
す
の

か
。
直
営
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
の
か
。

　
　

譲
渡
し
た
６
施
設
の
う
ち
３
施
設

が
市
に
返
還
さ
れ
た
事
実
や
施
設
設
備

の
老
朽
度
合
、
譲
渡
施
設
の
経
営
実
態

な
ど
を
踏
ま
え
、
今
後
は
一
部
施
設
の

　
　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ポ
イ
ン
ト

還
元
事
業
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
導

入
経
費
の
補
助
、
各
種
証
明
書
発
行
手

数
料
や
施
設
使
用
料
な
ど
へ
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
導
入
な
ど
を
実
施
し
た
。

●
ふ
る
さ
と
納
税
額
減
少
の
要
因
は

　
　

令
和
３
年
度
は
過
去
最
高
の
寄
附

額
と
な
っ
た
自
治
体
が
多
い
中
、
当
市

が
前
年
度
比
減
と
な
っ
た
要
因
は
何
か
。

　
　

主
力
返
礼
品
の
受
付
数
が
伸
び
な

か
っ
た
。
令
和
２
年
度
の
大
雪
災
害
に

よ
り
、
リ
ン
ゴ
な
ど
の
生
産
量
が
大
幅

に
減
少
し
、
受
付
を
停
止
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
る
な
ど
苦
戦
を
強
い
ら
れ
た
。

　
　

雪
下
ろ
し
事
故
防
止
対
策
は
。

　
　

安
全
な
雪
下
ろ
し
講
習
会
の
開
催
、

安
全
用
具
の
無
料
貸
し
出
し
、
各
種
広

報
に
よ
る
注
意
喚
起
を
し
て
、
事
故
防

止
に
努
め
て
い
る
。

●
市
税
に
つ
い
て

　
　

適
正
公
平
な
課
税
と
徴
収
の
た
め

の
施
策
は
。

　
　

課
税
対
象
を
正
確
に
把
握
す
る
た

め
の
各
種
調
査
や
、
市
民
税
未
申
告
調

査
な
ど
に
よ
り
、
公
平
公
正
な
課
税
を

行
っ
て
い
る
。
収
納
率
向
上
の
た
め
に
、

滞
納
処
分
と
と
も
に
、
財
産
調
査
の
結

果
で
執
行
停
止
や
欠
損
も
行
っ
て
い
る
。

に
Ｐ
Ｒ
し
た
い
。

　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
重
要
な
ツ
ー
ル

だ
が
、
現
状
の
掲
載
内
容
か
ら
は
意
気

込
み
を
感
じ
な
い
。
見
直
す
べ
き
だ
。

　
　

宣
伝
の
姿
勢
が
足
り
な
か
っ
た
の

は
反
省
す
べ
き
と
こ
ろ
だ
。
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
の
方
向
で
考
え
て
い
る
。

　
　

全
庁
的
に
取
り
組
む
と
す
れ
ば
、

目
標
の
設
定
が
必
要
だ
。

　
　

新
し
い
取
り
組
み
を
進
め
る
に
あ

た
り
、
目
標
を
設
定
し
た
い
。

■
そ
の
他
の
質
問

 

●
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
に
つ
い
て

 

●
公
共
施
設
の
男
性
ト
イ
レ
に
お
け
る

サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
設
置
に
つ
い
て

経
営
に
つ
い
て
市
の
関
与
を
継
続
す
る
。

　

全
て
の
改
修
工
事
を
す
ぐ
に
も
実
施

し
な
け
れ
ば
経
営
継
続
が
で
き
な
い
と

は
判
断
し
て
い
な
い
。

　

市
が
関
与
す
る
施
設
に
つ
い
て
は
、

設
備
ご
と
の
改
修
優
先
度
な
ど
に
応
じ

て
年
次
的
に
対
応
し
た
い
。

　

関
与
を
継
続
し
な
い
と
判
断
し
た
施

設
に
つ
い
て
は
改
修
範
囲
な
ど
に
つ
い

て
改
め
て
提
案
し
た
い
。

　

運
営
に
つ
い
て
は
、
ど
ち
ら
に
し
て

も
改
修
工
事
や
指
定
管
理
料
、
譲
渡
条

件
な
ど
を
含
め
、
可
能
性
の
あ
る
事
業

者
と
の
協
議
に
全
力
を
尽
く
す
。

問 問問

問 問

問 問

問問

問

答 答 答

答 答

答答 答答

答 答

答 答

答

問問 問

問

横
手
駅
へ
の
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
設
備
導
入
を

市
庁
舎
に
お
け
る
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

苦
境
の
Ｊ
Ｒ
北
上
線
、
市
の
対
応
は

公
共
温
泉
施
設
の
今
後
の
方
向
性
は

大
日
向 

香 

輝 

議
員

井
上
忠
征
議
員

青
　山
　
　豊 

議
員

木 

村
　清 

貴 

議
員

お
お
ひ
な
た

　こ
う
き

い
の
う
え

　ち
ゅ
う
せ
い

あ
お
や
ま

　ゆ
た
か

き
む
ら

　き
よ
た
か

JR横手駅で交通系 ICカードが使え
るようにするため強い働きかけを

北上線の、明日はどっちだ！？

行政手続きについて、本庁舎では担
当窓口を順次案内して対応している

存続を図る施設とされながらも高額
な改修コストが見込まれる鶴ケ池荘
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こ
の
と
こ
ろ
マ
ス
コ
ミ
に
報
道
さ

れ
る
職
員
の
不
祥
事
や
事
件
が
続
い
た

が
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
遵
守
の
た
め

の
職
員
研
修
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　

毎
月
の
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
活

動
」
や
各
種
研
修
を
実
施
し
て
い
る
が
、

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
通
じ
て
市
民

の
皆
さ
ま
に
対
す
る
信
頼
回
復
と
再
発

防
止
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
横
手
市
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て

　
　

計
画
に
は
、
自
分
の
命
は
自
分
で

守
る
観
点
か
ら
自
主
防
災
組
織
の
重
要

性
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
現
状
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　

２
２
１
組
織
あ
る
が
、
活
動
を
休

止
し
て
い
る
組
織
も
あ
る
。
あ
ら
た
め

て
自
主
防
災
と
し
て
の
取
り
組
み
の
方

向
性
を
示
し
、
支
援
し
て
い
き
た
い
。

　
　

ア
ウ
ト
ド
ア
防
災
を
導
入
し
て
防

災
に
対
す
る
裾
野
を
広
げ
、
地
域
活
動

に
役
立
て
ら
れ
な
い
か
。

　
　

防
災
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
限
ら
ず
、

　
　

資
材
な
ど
の
高
騰
に
よ
り
生
産
費

が
増
大
し
、
農
家
は
厳
し
い
状
況
に
あ

る
。
農
家
負
担
の
軽
減
に
向
け
た
独
自

の
支
援
策
は
あ
る
か
。

　
　

Ｊ
Ａ
な
ど
と
高
騰
対
策
の
協
議
は

行
っ
て
い
る
。国
や
県
の
支
援
策
を
確
認

し
た
上
で
、
今
後
も
意
欲
的
に
営
農
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
次
期
作

に
向
け
た
独
自
支
援
策
を
検
討
し
た
い
。

●
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
つ
い
て

　
　

市
長
が
Ｊ
Ａ
と
共
に
新
宿
淀
橋
市

場
で
行
っ
た
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
の
成
果

に
つ
い
て
問
う
。

　
　

Ｊ
Ａ
と
市
が
一
緒
に
行
う
こ
と
で

市
場
の
産
地
に
対
す
る
信
頼
が
高
ま
る
。

ま
た
、
卸
、
仲
卸
か
ら
市
農
産
品
へ
の

高
い
評
価
と
、
価
格
形
成
に
つ
い
て
最

大
限
頑
張
る
旨
の
発
言
を
い
た
だ
く
な

ど
、
一
定
の
成
果
は
あ
っ
た
と
考
え
る
。

●
販
路
拡
大
支
援
に
つ
い
て

　
　

九
州
屋
で
行
わ
れ
た
ス
イ
カ
フ
ェ

ア
に
出
向
き
消
費
者
と
の
対
面
販
売
を

楽
し
み
な
が
ら
防
災
知
識
を
習
得
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
情
報
提
供
を
行
う
。

●
地
域
づ
く
り
活
動
補
助
金
に
つ
い
て

　
　

一
部
の
場
合
を
除
き
、
非
営
利
団

体
の
事
業
に
対
す
る
交
付
は
５
回
ま
で

に
な
っ
て
い
る
。
中
に
は
地
域
に
欠
か

せ
な
い
事
業
も
あ
る
と
考
え
る
。
市
が

地
域
を
応
援
す
る
意
味
か
ら
も
、
継
続

し
た
補
助
金
制
度
を
望
む
が
ど
う
か
。

　
　

補
助
金
の
制
度
は
変
わ
ら
な
い
が

各
団
体
の
取
り
組
み
に
対
し
、
よ
り
多

く
の
市
民
の
参
加
や
協
力
が
得
ら
れ
る

よ
う
に
、
市
と
し
て
市
内
外
へ
の
広
報

な
ど
の
支
援
を
工
夫
し
て
い
き
た
い
。

し
た
と
の
こ
と
だ
が
、
横
手
産
品
に
対

す
る
消
費
者
の
反
応
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

　
　

当
市
で
ス
イ
カ
を
栽
培
し
て
い
る

こ
と
を
知
ら
な
い
方
も
お
り
、
認
知
度

向
上
に
向
け
た
活
動
が
必
要
と
感
じ
た
。

●
経
済
支
援
対
策
に
つ
い
て

　
　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
市
民
１

人
あ
た
り
２
セ
ッ
ト
分
準
備
し
、
販
売

す
る
こ
と
と
し
た
。
８
月
31
日
ま
で
の

販
売
数
と
期
待
さ
れ
る
効
果
は
。

　
　

準
備
し
た
数
に
対
す
る
販
売
割
合

は
61
・
１
％
と
な
っ
て
い
る
。
効
果
に

つ
い
て
は
地
域
経
済
の
活
性
化
が
期
待

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

問問

問問

答答

答答 答

答答答 問問問問 職
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
つ
い
て

農
業
資
材
な
ど
の
高
騰
へ
の
支
援
対
策
は

本
間
利
博
議
員

鈴 

木  

勝 

雄 

議
員

ほ
ん
ま

　と
し
ひ
ろ

す
ず
き

　か
つ
お

価格高騰する農業資材
肥料も多くが値上げとなった

金沢孔城館で行われた
アウトドア防災体験会

　
　

若
者
の
働
く
場
の
確
保
と
所
得
ア

ッ
プ
が
最
重
要
だ
。「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
横

手
市
産
業
振
興
総
合
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
策
定
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

今
は
ま
だ
、
進
め
て
い
る
事
業
に

つ
い
て
足
元
を
固
め
、
着
実
に
育
て
て

い
る
段
階
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
産
業
を
強

靭
に
し
、
先
の
段
階
に
進
め
る
よ
う
地

力
を
つ
け
て
い
き
た
い
。

●
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
は
机
上
の
空
論
で
は

　
　

推
計
よ
り
も
人
口
が
大
幅
に
下
回

っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
市
は
自

己
分
析
に
及
第
点
を
付
け
、
横
手
市
ま

ち･

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の

改
定
を
し
た
。
こ
の
よ
う
な
計
画
は
現

実
離
れ
し
て
い
る
の
で
な
い
か
。

　
　

厳
し
い
現
実
に
直
面
し
、
非
常
に

大
き
な
危
機
感
を
持
っ
て
い
る
。
計
画

の
柱
の
部
分
は
し
っ
か
り
と
意
識
し
な

が
ら
も
、
目
標
達
成
の
た
め
の
手
段
と

し
て
の
各
種
事
業
は
臨
機
応
変
に
企
画

立
案
し
、行
政
経
営
の
全
体
最
適
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

●
新
市
民
会
館
の
建
設
見
直
し
を

　
　

新
市
民
会
館
建
設
予
定
地
に
人
口

減
少
対
策
や
若
者
・
若
者
夫
婦
定
住
支

援
策
と
し
て
の
住
宅
建
設
と
民
間
に
よ

る
エ
リ
ア
開
発
を
提
案
す
る
が
ど
う
か
。

　
　

建
設
予
定
地
は
ア
ク
セ
ス
と
駐
車

場
と
い
う
現
施
設
の
課
題
を
改
善
で
き

る
好
立
地
だ
。
数
十
年
先
の
横
手
市
に

と
っ
て
必
要
な
都
市
機
能
を
し
っ
か
り

更
新
す
る
こ
と
は
、
当
市
に
住
み
た
い

と
思
う
人
を
惹
き
つ
け
る
条
件
の
一
つ

で
あ
る
の
で
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

問

問

答

答

答 問 産
業
振
興
総
合
計
画
策
定
が
必
要

佐 

藤  

誠 

洋 

議
員

さ
と
う

　ま
さ
ひ
ろ

　
　

横
手
市
防
災
会
議
の
女
性
委
員
の

登
用
率
を
30
％
以
上
に
で
き
な
い
か
。

　
　

市
の
防
災
会
議
委
員
49
名
の
う
ち

女
性
委
員
は
10
名
と
な
っ
て
お
り
、
女

性
の
割
合
は
20
％
で
あ
る
。
今
後
も
地

域
防
災
計
画
に
女
性
の
視
点
が
反
映
さ

れ
る
よ
う
、
女
性
委
員
の
登
用
を
促
進

し
て
い
く
。

　
　

内
閣
府
が
示
し
た
「
災
害
対
応
力

を
強
化
す
る
女
性
の
視
点
」
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
活
用
の
徹
底
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

市
の
避
難
所
運
営
は
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
反
映
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
も
と

に
行
っ
て
い
る
。
避
難
所
開
設
時
や
防

災
訓
練
で
は
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
活

用
し
な
が
ら
、
女
性
の
視
点
を
取
り
入

れ
た
防
災
対
策
の
推
進
に
努
め
る
。

　
　

防
災
士
資
格
取
得
の
取
り
組
み
は
。

　
　

昨
年
度
は
、
県
の
補
助
金
を
活
用

し
４
名
（
う
ち
女
性
１
名
）
の
方
が
防

災
士
資
格
を
取
得
し
た
。
今
年
度
は
、

各
消
防
団
の
幹
部
を
中
心
に
資
格
取
得

希
望
者
を
募
っ
て
い
る
。
女
性
防
災
士

に
つ
い
て
は
、
女
性
の
視
点
か
ら
も
安

全
・
安
心
な
避
難
所
運
営
に
力
を
発
揮

し
て
も
ら
う
た
め
、
資
格
取
得
に
つ
い

て
啓
発
し
て
い
く
。

■
そ
の
他
の
質
問

 

●
災
害
対
策
に
お
け
る
「
個
別
避
難
計

画
」
の
作
成
は

 

●
人
口
減
少
対
策
に
向
け
た
人
口
の
維

持
・
増
加
の
た
め
の
視
点
は

 

●
共
生
社
会
に
お
け
る
大
型
公
共
施
設

へ
の
ト
イ
レ
環
境
設
備
は

 

●
公
共
施
設
の
男
性
ト
イ
レ
へ
の
サ
ニ

タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
設
置
は

問答答答 問問 災
害
対
策
に
女
性
の
視
点
を

土
田 

百
合
子 

議
員

つ
ち
だ

　ゆ
り
こ

女性防災士の視点での
災害対応力に期待

市独自の推計と人口問題研究所
の推計では大きな隔たりがある
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ぎかいトピックス 一般質問 ･ぎかいトピックス

　
　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
構
築
さ
れ

た
仮
想
空
間「
メ
タ
バ
ー
ス
」を
活
用
し

た
地
方
創
生
に
お
け
る
「
秋
田
移
住
促

進
メ
タ
バ
ー
ス
万
博
」
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　秋
田
県
と
し
て
の
メ
タ
バ
ー
ス
に

関
す
る
取
り
組
み
は
今
回
が
初
め
て
と

い
う
こ
と
だ
が
、
今
後
、
県
か
ら
も
情

報
を
い
た
だ
き
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う

に
活
用
で
き
る
か
を
探
っ
て
い
く
。

　
　過
去
の
一
般
質
問
で
、
大
学
の
創

設
や
誘
致
は
と
て
も
難
し
い
と
の
答
弁

が
あ
っ
た
が
、
メ
タ
バ
ー
ス
上
で
の
大

学
創
設
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　一
自
治
体
が
メ
タ
バ
ー
ス
上
で
具

体
的
な
成
果
に
結
び
付
く
よ
う
な
実
績

を
上
げ
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
情
報
収

集
し
な
が
ら
、
分
野
を
限
定
せ
ず
に
活

用
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
く
。

●
横
手
体
育
館
の
整
備
に
関
す
る
基
本

計
画
に
つ
い
て

　
　横
手
市
体
育
協
会
に
加
盟
す
る
団

体
を
対
象
に
実
施
さ
れ
た
基
本
計
画
に

向
け
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
結
果
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、
各
競
技
の
利

用
に
対
応
で
き
て
い
る
か
確
認
い
た
だ

き
、
詳
細
な
設
計
を
検
討
す
る
上
で
参

考
と
な
る
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

　
　市
長
の
考
え
る
魅
力
あ
る
空
間
、

他
施
設
と
の
差
別
化
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　施
設
そ
の
も
の
の
使
い
勝
手
を
向

上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
人
の
心
を
動
か

す
空
間
・
環
境
を
創
り
出
す
こ
と
で
、「
横

手
に
行
き
た
い
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
施
設
と
な
り
、
差
別
化
が
図
ら

れ
る
と
確
信
し
て
い
る
。

問問問

問

答 答

答 答

「
※

メ
タ
バ
ー
ス
」
の
活
用
に
つ
い
て

福 

田   

誠 

議
員

ふ
く
だ

　ま
こ
と

　7月11日、横手市の地域おこし協力隊として活動されている、小原宗
さん（NPO法人Yokotter 所属）と田谷慶さん（（一社）横手市観光推進機
構所属）、またその受入団体の方々と議員との懇談会を開催しました。
　地域おこし協力隊のお二人からは、地域おこし協力隊の活動報告とこ
れからの取り組みについてお話しいただき、その後意見交換をしました。 

　8月25日、地域の福祉サービスやボランティア活動など幅広い福祉活動
を行っている横手市社会福祉協議会の皆さんとの懇談会を開催しました。
　横手市社会福祉協議会の皆さんからは、地域福祉の推進をはじめ、現在
取り組んでいるさまざまな事業の内容についてご報告いただき、その後意
見交換をしました。 

“想郷クリエイター”と
して、ＳＮＳやYoutube
動画（よこてぼんちーず）
で横手の情報を発信して
います！

「みんなが主役！みんなで
つくる 人にやさしいまち
横手」に向け、お互いを思
いやり支え合う地域づくり
に取り組んでいます！

“路駆（ローカル）プロデュ
ーサー”として、地域と
つながり、みなさんに喜
んでもらえる企画を推進
します！

コロナ禍でも、令和3年度
には福祉課題解決のため
の小ネットワーク会議を
103もの地区で開催した
んですね！

支え合う
地域づくりに
必要な具体的な
提案をいただき、
とても有意義な
会でした。
 

地域おこし協力隊のお二人などとの懇談会と社会福祉協議会の皆さんとの懇談会の様子は、それぞれ9月12日、10月24日
の「もっと教えて！横手市議会」で放送しました。放送内容は横手市議会ホームページからお聴きいただけます。

「市民と議会の懇談会」申込受付中！
横手の未来の“あんなこと”、お住まいの地区の“こんなこと”について議員と話し合ってみませんか。お申込み
は横手市議会ホームページもしくは横手市議会事務局（☎ :0182-32-2535）へ。 

あなたと市議会  第73号  2022.11.1

メタバース上のアバター
（分身）

横手市観光推進機構
田谷　慶さん

横手市社会福祉協議会
会長 小野 タヅ子さん

横手市社会福祉協議会
地域福祉課長  佐 藤　 司さん

NPO法人Yokotter
小原　宗さん

福祉課題の
解決に向けて、
またぜひ一緒に
意見交換できる
機会があれば
幸いです。

活動内容を
知っていただく
いい機会でした。
激励の言葉もいた
だき、今後の活動
の励みになり
ました。
 

これまで
行ってきた活動
内容や今後のビ
ジョンを伝えられ
て良かったです。
改めて頑張ろうと
思えました。
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　横手明峰中学校では「ふるさと活性化プロジェクト」として、この横手を持続可能な地域にするために何
ができるかを考える授業を行っています。この取り組みの一環で、5人の議員がゲストティーチャーとなり、
横手明峰中学校３年生の皆さんに横手の将来について考えてもらうための授業を7月1日に行いました。
　授業では、 「教育文化・市民協働」「生活環境」「産業振興」「健康福祉」「建設交通」について、現状や課題
などを踏まえた講義や、グループでの話し合い、意見発表が行われました。

ぎかいトピックス ぎかいトピックス

1日
2日
5日
18日
23日

25日
29日

2日
7日
8日
9日
13日
15日
20日
21日
28日
29日

1日
5日
11日

12日

14日
21日
22日
27日
29日

Y8サミット政策形成懇談会、広報分科会
熊本県山鹿市議会行政視察受け入れ
山形県尾花沢市議会行政視察受け入れ
秋田県後期高齢者医療広域連合議会臨時会
正副委員長会議、議会運営委員会
全員協議会（議案説明会）、産業建設常任委員会協議会
市民と議会の懇談会（横手市社会福祉協議会）【P17】
市議会9月定例会（～9月22日）【P2～16】、広報分科会

広報分科会
議会運営委員会
全員協議会（議案説明会）
ICTプロジェクトチーム会議、広報分科会
総務文教常任委員会協議会、産業建設常任委員会協議会
広報分科会
正副委員長会議、議会運営委員会
議会改革推進会議
奈良県大和郡山市議会行政視察受け入れ
広報分科会

横手明峰中学校ゲストティーチャー【P18】
全員協議会（行政課題説明会）
市民と議会の懇談会
（横手市観光推進機構、Yokotter）【P17】
正副委員長会議、議会運営委員会、
全員協議会（議案説明会）
産業建設常任委員会協議会
市議会７月臨時会【P3】、厚生常任委員会協議会
第１回秋田県市議会議長会定例会
宮城県気仙沼市議会行政視察受け入れ
厚生常任委員会協議会
全員協議会（行政課題説明会）
産業建設常任委員会協議会

７
月

18あなたと市議会  第73号  2022.11.1

　Ｙ８サミット創快横手市議会（以下、Ｙ８サ
ミット）では、市内の全７中学校の代表が中学
生議員となり、「横手市中学校創快宣言」を実
現しよりよい学校生活を創るため、さまざまな
政策提案を行います。

　提案内容をさらに充実したものとするため、8月1日にＹ８サ
ミットメンバーと市議会議員が一堂に会し、各校が提案予定の
政策の素案について、市議会議員がアドバイスしたり、各校と
の情報交換をする“作戦会議”を行いました。

　Ｙ８サミットは11月10日に本会議場で行
われます。中学生議員からどのような提案が
され、市ではどのように生かしていくのか楽
しみですね。

こうすればもっとい
い

提案になると思うよ
！

僕たち、こんな政策を
考えているんです！

昨年度のY8サミットの様子

※Ｙ８サミットの様子は市議会ホームページでライブ中継や録画映像を配信する予定です。

横手明峰中学校ゲストティーチャーの様子は8月8日の「もっと教えて！横手市議会」で放送しました。
放送内容は横手市議会ホームページからお聴きいただけます。

８
月

９
月



＊これまでの放送内容は
　こちらからお聴きください。

　横手市議会では、市議会の活動や取り組みを議員自らの声で紹介するＦＭ番組「もっと教えて！横手
市議会」を放送しています。
　また、各定例会開催時には、市長の所信説明や議員の一般質問の様子を放送しています。
　定例会最終日や臨時会当日の夕方には、審議結果もお知らせしています。

　昨年10月に改選が行われ、寿松木孝議長・加藤
勝義副議長のもと新生「チーム横手市議会」が始
動してから１年経過しました。議長・副議長がこ
の１年間を振り返り、また今後の抱負を語ります。
　どんな話題が飛び出すか、乞うご期待！

今後の放送予定
★ 11/28「改選後の１年を振り返って」

毎月第２･4月曜日　午前10時40分～
再放送：翌火曜日　午前７時30分～

好 評
放送中

横手かまくら FM　77.4MHz
もっと教えて！横手市議会

寿松木議長 加藤副議長




